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研究成果の概要（和文）： 

BIS-11 （衝動性評価尺度：Barratt Impulsivity Scale）と前頭部の血流反応を測定できるNIRS

（Near-Infrared Spectroscopy）を用いて、衝動性と前頭部の血流反応について調査した。 

BIS -11（totalとattentional）と前頭部の血流反応は、有意な負の相関を示した。 

つまり、衝動性が高い人は、脳血流反応が少ないことがわかった。 

これまでの画像研究でも、前頭部と衝動性の関連についての報告がある。 

これによって、MRIより簡便なNIRS検査による前頭部血流反応は衝動性の生物的指標になる可能

性が示唆された。 
 

 

研究成果の概要（英文）： 

Using BIS -11 and NIRS which could measure a frontal flow response, we investigated the 

relationship between impulsiveness and a frontal flow response. 

BIS -11 (total and attentional) and the frontal flow response showed a significant negative 

correlation. We found that the person with high impulsivity have low blood flow response in 

frontal lobe. 

The frontal flow response by the examination for NIRS which is simpler and easier than 

MRI may be useful to estimate impulsiveness. 
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（１）近年、自殺が社会問題になっている。
（２）衝動性は、自殺と強い関連があり、衝
動性の正しい評価は、自殺対策に寄与できる
と考えられる。  

（３）衝動性と前頭部のと関連はよくしられ
ており、NIRS は、前頭部の血流反応を測定
することに簡便で優れている。 

 

 

２．研究の目的 

衝動性が、NIRS によって測定できる前頭部
の血流反応に対する影響を検討すること。 

 

 

３．研究の方法 

健常者 50 人に対し、衝動性評価尺度 BIS11

を施行する。また、脳血流反応は、言語流暢
性課題による賦活される前頭部の[Oxy-Hb]

の変化量を測定し、各チャンネルの反応量と
と衝動性スコアの相関を見る。 

 
 
４．研究成果 

BIS -11（totalとattentional）と前頭部の血

流反応は、有意な負の相関を示した。 

つまり、衝動性が高い人は、脳血流反応が少

ないことがわかった。 

これまでの画像研究でも、前頭部と衝動性の

関連についての報告がある。 

これによって、MRIより簡便なNIRS検査による

前頭部血流反応は衝動性の生物的指標になる

可能性が示唆された。 
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